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1. はじめに 

国土交通省は令和元年 5 月に CIM 導入ガイドライ

ン（案）を改訂し，建設現場の CIM 化を益々推進し

ている。土木工事における CIM の導入により，情報

の利活用（設計の可視化），施工の高度化（情報化施

工）や判断の迅速化，維持管理の効率化や高度化，構

造物情報の一元化や統合管理等が進展している．そ

れに伴い，事業全体にわたる関係者間の情報共有を

容易にし，計画から維持管理までの一連の建設生産

システムの生産性向上が期待されている．本稿では，

簗川ダムで取り組んでいる CIMについて報告する．  

2. UAVを利用した３次元モデル作成 の早期実現 

通常，ダム現場のような広大な 3 次元モデルの作

成には膨大な時間を要する．そこで，現地盤の測量に

UAVを活用した．現場上空から写真を撮影，3次元解

析することで地形の点群データを取得し，3次元モデ

ル化した（図-1，2）．  

 

図-1 点群データから生成した 3次元モデル 

 
図-2 簗川ダム全体の 3次元モデル 

3. 基礎処理工の品質・施工管理記録 

基礎処理工は，削孔座標やセメントの注入量，透水 

試験結果などの多岐にわたるデータを記録したグラ 

 

 

ウト管理日報が各孔の各ステージで出力されるた

め，全体として膨大なデータ量となる．このため，

施工管理記録の整理や保管，迅速なデータの抽出に

課題がある．そこで，基礎処理工の 3次元モデルを

作成し施工管理記録を属性付与した（図-3）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 基礎処理工の CIM画面 

1ステージ 5mの削孔長を球で表現し，左側をルジオ

ン値，右側を単位セメント注入量とした．パイロッ

ト孔，1・2・3・4次孔，チェック孔の各ステージに

ブロック名，次数，ルジオン値，単位セメント注入

量，グラウト管理日報を属性付与し，基礎処理工の

施工管理記録を一元管理した（図-4）． 

 
図-4 基礎処理工の属性情報 

また，グラウト管理日報の項目をクリックすること

で，グラウト管理日報を参照できる（図-3）．任意

の施工管理記録，グラウト管理日報を迅速に抽出可   
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能となり，施工管理の段階だけでなく維持管理での

利活用も期待できる．ルジオン値と単位セメント注

入量は色分けし，分布状態を可視化した（図-3）．

パイロット孔から 1次孔，1次孔から 2次孔と次数

の増加に従い，透水性の高い孔が減少（球が青色に

変移）していることから，グラウチングの有効性を

確認できた（図-5）．  

     

図-5 ルジオン値とセメント注入量の可視化 

また，ルジオン値とセメント注入量の可視化によ

り，延伸や追加孔の検討が容易となった． 

4. ダム本体コンクリートの品質・施工管理 

重力式コンクリートダムは，ダム堤体，堤趾導流

壁，減勢工，発電所に分類され，多岐にわたるデー

タを記録した打設日報を各ブロック，各リフトで持

ち，全体として膨大なデータ量となる．このため，

基礎処理工と同様に 3次元モデルを作成し施工管理

記録を属性付与した（図-6)．

 

図-6 ダム堤体の CIM画面 

3次元モデルは，ブロック，リフトごとに分割し，

ブロック名，リフト名，打設予定日，実打設日，打

設日報，打設完了月，各配合の 91日圧縮強度を属

性付与し，一元管理した（図-7）． 

 
図-7 ダム堤体の属性情報 

打設日報の項目をクリックすることで，コンクリー

ト打設日報を参照できる（図-6）．3次元モデルは，

打設完了月ごとに色分けし，打設の進捗状況を可視

化した．また，各配合の圧縮強度試験の結果を属性

情報として紐づけることで，品質管理の高度化と迅

速化を実現した（表-1）． 

表-1 圧縮強度試験（JIS A 1108）結果 

 

 

 

 

 

5. ダム堤体内の温度管理記録 

ダム堤体内に設置した温度計を 3次元モデルに配

置し，温度記録を属性付与することで可視化を実現

した（図-8）． 

 

図-8 ダム堤体内部温度の属性情報 

6. おわりに 

簗川ダムでは，基礎処理工，ダム堤体，堤趾導流壁，

減勢工，発電所の各 3 次元モデルに施工管理記録を

属性付与することで一元管理を実現し，任意の施工

管理記録を迅速かつ容易に抽出可能とした．今後は，

これらの技術を継続的に改善し，ダム施工全体の生

産性向上を目指していく所存である． 
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